
　船
と
歩
き
で
史
跡
を
巡
る
市
民
講

座
の
参
加
者
が
最
初
に
到
着
し
た
の

は
、
千
代
田
町
赤
岩
渡
船
場
。

　こ
こ
か
ら
、
眼
前
の
利
根
川
の
対

岸
葛
和
田
渡
船
場
ま
で
は
、
渡
船
が

繋
ぐ
、
道
の
な
い
県
道
、
主
要
地
方

道
熊
谷
・
館
林
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

川
幅 

　キ
ロ
を
約
15
分
で
結
ぶ
船
の

旅
と
な
り
ま
し
た
。

　熊
谷
市
側
の
河
川
敷
に
は
妻
沼
滑

空
場
も
あ
り
、
一
行
の
到
着
時
に
も

グ
ラ
イ
ダ
ー
数
機
の
離
着
陸
に
立
ち

会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　そ
こ
か
ら
は
利
根
川
堰
堤
約 

　キ

ロ
を
徒
歩
移
動
。
荻
野
吟
子
生
誕
の

地
に
建
て
ら
れ
た
記
念
館
外
装
は
、

生
家
の
長
屋
門
を
模
し
て
お
り
、
彼

女
が
生
き
た
時
代
を
想
起
さ
せ
ら
れ

ま
す
。

　若
き
荻
野
吟
子
が
病
床
に
あ
っ
た

と
き
、
医
療
従
事
者
が
男
性
ば
か
り

だ
っ
た
こ
と
が
辛
い
経
験
と
な
り
、

医
療
現
場
に
女
性
が
必
要
だ
と
痛
感

し
、
女
医
を
目
指
す
こ
と
を
決
意
し

た
と
の
こ
と
で
す
。
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利
根
川
堰
堤
を
歩
く

こうみんかんDEスタディ

多世代交流館と
大間々公民館の
インスタグラム
みてね！

道なき県道を渡るた
め、渡船に乗って
利根川を渡る参加者

1.5

　6
月
13
日
（
土
）
、
前
日
ま
で
の
雨
が
上
が
っ
た
晴
天
の
下
、

大
間
々
公
民
館
市
民
講
座
は
、
群
馬
・
埼
玉
の
県
境
を
船
で
渡
り
、

渋
沢
栄
一
・
塙
保
己
一
と
並
び
埼
玉
ゆ
か
り
の
三
偉
人
の
一
人
に

数
え
ら
れ
る
荻
野
吟
子
の
記
念
館
を
訪
れ
、
女
医
と
し
て
女
性
の

地
位
向
上
に
奔
走
し
た
激
動
の
人
生
を
学
習
し
ま
し
た
。

荻野吟子と赤岩渡船

　夏
休
み
を
過
ご
す
小
中

学
生
向
け
に
多
世
代
交
流

館
は
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
開

放
し
ま
す
。
宿
題
や
自
習

に
、
い
つ
も
の
自
宅
と
違

う
環
境
で
の
勉
強
は
い
か

が
で
す
か
？

　学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
、
勉
強
に
寄
り
添
っ

て
く
れ
ま
す
。

0.4

日本公許登録女医第1号の荻野吟子の展示室

　幼
少
よ
り
聡
明
で
あ
っ
た
と
伝
わ

り
ま
す
が
、
当
時
は
、
医
者
は
男
が

な
る
も
の
、
と
、
医
術
開
業
試
験
の

受
験
へ
の
道
は
女
性
に
開
か
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
受
験
を
受
け
る
た

め
に
奔
走
。

　塙
保
己
一
が
ま
と
め
た
古
代
律
令

の
解
説
書
「
令
義
解
」
に
、
女
性
医

師
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
り
、
そ
れ

を
根
拠
に
、
女
性
の
受
験
資
格
を
主

張
し
、
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
彼
女
の
運
動
に
、
も
う
一
人

の
埼
玉
ゆ
か
り
の
三
偉
人
の
仕
事
が

活
か
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
「
縁
」

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

　日
本
公
許
登
録
女
医
第
1
号
と

な
っ
た
後
も
、
女
性
社
会
運
動
の
先

駆
者
と
し
て
女
性
の
地
位
向
上
や
衛

生
知
識
の
普
及
に
貢
献
。

　記
念
館
で
は
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
阿
う
ん
の
会
に
よ
る
、
彼
女
の
遺

品
や
軌
跡
年
表
等
の
展
示
や
、
人
生

を
ま
と
め
た
紙
芝
居
を
使
っ
た
説
明

に
よ
り
学
習
し
ま
し
た
。

荻野吟子顕彰碑と
生誕之地の石碑

小学生に・中学生に

7月21日（火）～24日（金）
　　　午前の部：午前9時～12時
　　　午後の部：午後1時～  4時

　申込不要
　直接多世代交流館へ

荻野吟子の着た服や、人生の年表などが並び、
女医になるまでの説明を聞きました



　グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
2
台
、
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
1
台
。

　定
期
的
な
調
律
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　い
つ
も
は
黒
い
壁
に
囲
ま
れ
た
そ
の
箱
の
蓋
を
開
け
る

と
、
ピ
ア
ノ
線
が
ビ
ッ
チ
リ
。
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本紙はスマホでも読めます！

①２次元ＱＲコードから市ホーム
　ページに接続するだけです。

②カラーページで読めます。

③過去の記事も読めます。

  おおまま公民館だよりを
手軽に読む！ 

直接会場へお越し下さい

多目的ホール

参加者が目指す
優勝杯　

5
月
16
日
（
土
）
、
澄
み
切
っ
た
晴
天
の
下
、
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
市
長
杯
は
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
参
加
者
方
々
は
張
り

切
っ
て
玉
打
ち
始
め
ま
し
た
。

ボ
ッ
チ
ャ
を
よ
り
身
近
に
！

　ボッチャ教室
7月開催日のお知らせ
日　程：月2回（第2、4土曜日）

　　　　7月11日、25日（土）です
時　間：午後2時～4時
場　所：多目的ホール（2F)

参加費：無料

グランドゴルフ

40
ミ
リ
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー

ボ
ー
ル
と
44
ミ
リ
の

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

本
館
軒
下
で
巣
作
り

　雨
を
し
の
げ
る
場
所
を

上
手
に
見
つ
け
今
年
も
巣

作
り
。

　子
供
た
ち
へ
の
餌
や
り

の
た
め
に
何
度
も
往
復
す

る
姿
に
癒
や
さ
れ
ま
す
。

　ツ
バ
メ
を
見
つ
け
た
の

で
、
梅
雨
も
も
う
少
し
、

と
思
っ
て
い
た
ら
、
関
東

の
梅
雨
入
り
が
宣
言
さ
れ

ま
し
た
。

　

卓球ボールの比較

　
5
月
27
日
（
水
）
卓
球
（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
）
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
数
は
百
人
を

超
え
、
駐
車
場
も
満
車
状
態
。
当
体
育
館
で
は
最

大
級
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

日
々
研
鑽
成
果
を
競
う
大
会

　5
月
よ
り
始
ま
っ
た
ボ
ッ
チ
ャ
教
室
。
ま
だ
未
経
験
の
方
に
こ

そ
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
想
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　6
月
13
日
（
土
）
に
は
8
人
も
の
初
心
者
も
入
り
、
順
調
に
競

技
者
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
小
学
生
も
加
わ
り
参
加
者

が
多
く
、
急
遽
体
育
館
に
会
場
を
増
設
す
る
な
ど
、
嬉
し
い
悲
鳴

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

ツ
バ
メ
の
子
育
て

ラージボール

多目的広場　

音
を
守
る
仕
事

ピアノ調律

　1
本
ず
つ
丁
寧
に
調
整
。

　ネ
ジ
を
締
め
た
り
、
切

れ
た
線
は
新
し
く
張
り
直

し
た
り
、
一
日
が
か
り
で

3
台
の
調
律
を
終
わ
ら
せ

ま
し
た
。

　ピ
ア
ノ
の
音
色
の
維
持

管
理
の
大
変
さ
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　　

体育館　

多目的ホール　

体育館

エサやりに忙しい母鳥

体育館　ライン修復
縁の下の作業のおかげで、
ボッチャを楽しめるのですね。

小学生も加わり、
元気な声が響きました。


